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著者と訳者の立場に関する一考察
－ 小坂文乃著『革命をプロデュースした日本人―評伝・梅屋庄吉』１）の
中国大陸訳書２）と台湾訳書３）の相違点から見る翻訳姿勢の比較 －

周 国強＊
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グローバル化の進む現代社会においては、共

通語としての英語の重要性が増している一方、

一冊の書物に対する各国語への翻訳も盛んであ

る。翻訳は古くて新しい問題である。イエスの

口から実際に語られた原語の言葉を、諸民族特

有の言語に置き換えられるのであろうか、とい

うカトリック教会とプロテスタント教会を分か

つ事態に発展した宗教改革の遠い昔から、翻訳

は、訳者による解釈であって、そこに各個人、

言語の特異性、時代背景、政治性といった要因

まで考えなければならなくなってきている。

例えば、一冊の和書に対してイギリス人翻訳

家の英訳がある上に、アメリカ人の翻訳家によ

る英訳が、別に試みられるような場合に、同じ

英語でありながらも、そこに相違点はおのずか

ら生じるであろう。本稿で扱う翻訳の問題は、

こうした二つの英米訳書のケースに若干似てい

ないことはない。しかし、単に訳者の言語能力

や文化社会の違いによって発生する訳文上の相

違点だけに止まらずに、ここではもっと複雑な

社会的・政治的要因が、訳文上の相違点を発生

させているように推測できる。本稿のテーマ

は、こうした推測の検証に関係している。

以下に展開する考察では、最初に『革命をプ

ロデュースした日本人』の執筆出版を小坂文乃

に促した個人的な動機と時代的背景について触

れておきたい。次に、この和書の原書に見られ

る記述の誤りを指摘させていただき訂正してお

きたい。

つづいて、中国大陸で出版された同書の中国

語訳本について、総合的に原書との比較を試み

る。訳者の側には、単なる不注意による思い違

いや誤訳が生じてしまいがちである。そうした

単純ミスを先ず指摘する。問題は、訳者側の意

図的な変更点である。それらは、語句脱落、加

筆、削除、改訳に分けて、該当する原文、中国

語訳文、筆者による試訳を細かく列記する。

次に、台湾訳書についても、中国大陸訳書と

同様の視点から、項目別に検証する。

最後に、以上の二冊の訳書、それぞれに見ら

れる原書との相違点を互いに比較検討する。そ

のことによって、中国大陸と台湾の文化状況や

政治事情が、こうした原書からの相違点をそれ

ぞれに於いて生じさせたと考えられるので、訳

書と訳者の本来あるべき姿に言及してみたいと

思うのである。
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２０１１年は、中国の辛亥革命成功百周年記念の

年にあたり、中国、台湾及び日本に於いて、記

念の催事が多く開催された。

中国大陸では、北京、上海、武漢、広州、香

港など、孫文のゆかりの都市で、大規模の記念

行事が催された４）。先ず、２０１１年１０月９日、北

京の人民大会堂で開かれた記念式典５）。そこで

は、中国共産党の総書記胡錦濤が講演した。そ

れに、中国各地の政府機関のみならず、各職場

においても、形態と規模は違いながらも、多彩

な記念行事を開催した。

また、記念切手６）が発売され、天安門広場に

は巨大な孫文の肖像が立てられた。各マスメ

ディアも連日、辛亥革命と孫文の特集７）や報道

の一色の大々的な扱いとなった。それに映画会

社もまた、巨費を投じて、大物俳優を大勢出演

させて、映画「第一大総統・国父孫中山」８）と

「辛亥革命」９）を作っている。更に、テレビ局

は、４１回分の「辛亥革命」１０）と題する連続テレ

ビドラマを仕上げている。

台湾側も記念閲兵式を行い、台湾の馬英九総

統が演説し、記念切手も発売した１１）。

日本の民間では辛亥革命百周年を記念するた

め、記念講演会やシンポジウム１２）が、東京それ

に長崎においても開催された。そうした日本的

流れのなかで、特に注目を集めた人物がいる。

断るまでもなく、長崎出身の梅屋庄吉である。

孫文の革命活動を財政面で支援した日本人とし

て知られ、孫文といえば、日本人知識人の間で

は、この人を先ず最初に連想してしまうほどで

あると言えるであろう。

梅屋庄吉に関する知識と評価は、日本だけで

なく中国大陸に於いても、辛亥革命百周年の

２０１１年に先立つ形で進行していたのである。東

京ギンガ堂制作の音楽劇「百年の絆――梅屋庄

吉と孫文」は、２００７年に始まり、中国と日本の

１０都市で巡回演出し好評を博したことがあっ

た１３）。

それに、２００８年５月６日。訪日中の中国国家

主席胡錦濤１４）は、東京日比谷の洋食レストン松

本楼１５）に訪ねて、２階に常設されている展示室

で、梅屋庄吉と孫文の資料を見学している。

２００９年の上海万博開催中にも、梅屋庄吉の生

涯とその貢献の資料が、日本館に展示されてい

る。その後北京、武漢、広州、香港で巡回展示

し、見学者の人数は、延べ２５万近くに達したと

いう１６）。

辛亥革命百周年の２０１１年になると、中国武漢

市の辛亥革命博物館、それに中山艦博物館に、

梅屋庄吉と長崎を紹介するコーナーが設置され

た１７）。２０１１年１２月１０日、上海の紹興公園には、

梅屋庄吉の銅像が設けられた１８）。

長崎に在住するようになった私は、関心の一

つとして自然に、本稿のテーマ、東西交渉史の

上で、特異な足跡を残す梅屋庄吉に注目するよ

うになった。中国の澳門などとも同様に、この

都市には、歴史性と国際性とが、美しい緑と海

辺の風景のなかに、豊かに融合しているので、

研究テーマに事欠かない。

�

原書の和書、小坂文乃著『革命をプロデュー

スした日本人』１９）は、２００９年１１月、日本の大手

出版社、講談社から出版された。著者の小坂文

乃は、梅屋庄吉の曾孫にあたる。また、前出レ

ストラン、松本楼の常務取締役である。発行年

の２００９年１１月と言えば、２０１１年度の辛亥革命１００

周年に先立つこと、２年ほど前にあたり、上で

見てきたように、すでに中国大陸に於いては、
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梅屋庄吉に関する各種展示会が、各地で開催さ

れてきており、認知と再評価の動きのなかで、

２０１１年を視界内に入れての出版企画であったよ

うに推測できる。出版当時の書評は、日本に於

いて好評を得ている２０）。

中国語の翻訳は、上で触れたように二本あ

る。中国大陸の訳書というのは、南開大学副教

授の呉艶が訳者である。出版は、２０１１年７月で

あり、中国世界知識出版社から出ている。訳書

の中国語タイトルは、『推動辛亥革命的日本人

――孫中山与梅屋庄吉』であり、原書の日本語

タイトルとの相違点が、以下に後述するよう

に、ここから始まっている。

台湾訳書というのは、同じ２０１１年１０月に発行

され、謝育容が訳出したものを指している。出

版社は、台湾の商周出版社であり、中国語タイ

トルは、『国父与他的日本友人――一段被封印

的史実』であった。こちらも中国大陸訳書と同

様に、原書のタイトルをそのままに中国語に訳

したものではないので、あわせて以下に後述し

ておきたい。

原書の出版も、後続する二冊の訳書も、いず

れも２０１１年の辛亥革命百周年という特別な時期

に、出版販売の的を絞った企画であったのであ

ろうか。タイトルばかりでなく、単行本として

のデザインにも、三者の間に、それ相当の相違

点が見られるので、興味深いところである。こ

れらの差を見ると、日本、中国と台湾の間に認

識の差が、透けて見え隠れしているように思え

る。

�

１．タイトル上の相違点

原書の日文タイトルは、繰り返しになるが、

『革命をプロデュースした日本人――評伝・梅

屋庄吉』であった。中国大陸訳書の中国語書名

は、『推動辛亥革命的日本人――孫中山与梅屋

庄吉』である。日本語に直訳したら、タイトル

は、『辛亥革命を推進する日本人――孫文と梅

屋庄吉』となる。台湾訳書の中国語タイトルは、

『国父与他的日本友人――一段被封印的史実』

である。日本語にした直訳の書名では、『国父

と彼の日本人友人――一つ封印された歴史』で

ある。

三冊の本のタイトルを比較するまでもなく、

原作の和書タイトルの中に孫文の名前はない。

それから、サブタイトルでは明確に、評伝・梅

屋庄吉と断っている。いうまでもなく、原書者

の執筆意図は、梅屋庄吉の批評的伝記（A Criti-

cal Biography）なのである。ここで参考になる

のは、魯迅の『阿 Q正伝』冒頭に置かれた伝

記の有り方に関する興味深い分析である２１）。遺

族の書いた伝記は、魯迅によれば、家伝に分類

されるが、遺族のみ可能となる資料と情愛敬だ

け依存していたら、身内の読者に喜ばれても、

広く大衆読者に訴えられるような伝記しては成

功できそうにない。時代状況、社会的ニーズ、

それに客観性を保ちながら、敬愛の念に貫かれ

て執筆したという意味合いが、サブタイトルの

「評伝」に覗えないであろうか。そこのところ

が、二人の中国人訳者の側に、どこまで汲み取っ

てもらえていたか、と言う相違点の問題が、最

初から発生しているのである。

中国大陸訳本のタイトルでは、原作書名にな

い孫文と辛亥革命を挿入したものの、梅屋庄吉

は脇役になっている感じを与えてしまう。

台湾の訳本のタイトルはどうかといえば、こ

ちらは、魯迅の分類を引き合いに出すまでもな

く、全く梅屋庄吉の伝記らしい側面を与えな

い。彼の名前のみならず、革命にも言及してい

ない。孫文は国父としてタイトルに登場し、サ
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ブタイトルは「一つ封印された歴史」に変更さ

れている。

２．表紙のデザイン上の相違点

台湾訳書の表紙には、原書と同じに、孫文と

庄吉の白黒写真を使っている。中国大陸の訳書

では、全く写真を使わず、米色の紙に黒色と赤

字で、訳書の中国語表題を印刷しただけであ

る。

３．序文の上での相違点

大陸訳書には、著者の小坂文乃さんが中国語

版のために書いたプロローグが入っている。台

湾訳書では、それがなく、原書の序文を中国語

に訳したものだけである。ここから推測できる

ことは、著者が中国版訳書を重視しているこ

と、それに台湾の訳者や出版社とは、事前の交

流が足りなかったのではないか、という点であ

る。

�

原書および二つの訳書の内容に関する問題点

として、最初に原書に見られる誤りと思われる

箇所をいくつか列記しておきたい。当該箇所に

は、誤りの引用箇所と訂正したい箇所に対し

て、それぞれ下線をほどこし、また引用頁を（丸

括弧）のなかに明示しておく。

原書中の問題点

�：“廖仲�が息子の廖夢醒に…”（p１７９）。

正：娘２２）。

�：“周恩来も政治部副主任として在籍してい

る”（p２３９）。

正：“主任”２３）。

�：“柩は日章旗と中華民国の国旗青天白日旗

で覆われた”（p２５６）。

正：中華民国の国旗は、青天白日滿地紅であ

り、青天白日旗は、国民党の党旗である２４）。

�

大陸訳書の訳文上の問題点として、ここで指

摘できる項目は、原書との各種相違点になる。

それには、誤訳、見落しによる語句の脱落、原

文にない説明語句の加筆（添付文字）、意識的

な改訳、意図的な削除、以上の種類が含まれて

いるので、以下の分析に於いては、それらを逐

次項目別に列記しておきたい。

１．誤訳による生じた原書との相違点
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２．語句の脱落により生じた原書との相違点

３．加筆により生じた（添附文字）原書との

相違点

著者と訳者の立場に関する一考察
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４．改訳によって生じた原書との相違点

５．意図的と思われる削除により生じた原書

との相違点

�

大陸訳書の訳文上の問題点につづき、次に、

台湾訳書について指摘できる項目は、やはり原

書との各種相違点と言える。誤訳と語句脱落に

加えて、大陸訳書に見られなかった別の問題点

が二つ登場している。一つは、日本人の人名な

どについて、正式の日本語名を使用せずに、中

国語の音譯語彙が多い点である。もう一つに

は、それと反対に、日本語詞彙をそのままに使っ

てしまい、中国語に翻訳していないケースが多

い点であり、こうした語彙の使用における統一

的な使用や一貫性の方針が明確に打ち出されて

いないのである。以下に、分析結果を逐次項目

別に列記する。

１．誤訳により生じた原書との相違点
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２．語句の脱落により生じた原書との相違点

３．音訳語彙の多出により発生した原書との

相違点

著者と訳者の立場に関する一考察
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４．日本語詞彙の多出による中国語訳文上の

問題点

�

二冊の中国語訳書を単に読み比べてみたとき

の一読者としての印象によれば、中国大陸の中

国語訳文の方が、台湾訳本中国語訳文よりも読

みやすく優れている、という感想を持った。

そうではありながらも、単純の誤訳に始ま

り、上で検証してきたように、意図的な改訳、

加筆及び削除の痕跡が、大陸訳書に多く散見で

きるのである。やはり旧例に沿っての訳し方を

ここでも採用したためだろうか。

例えば、西太后、ムッソリーニ、袁世凱、そ

れに日本等に対する評価などは、旧例に沿って

の訳し方である、と言えるであろう。特に意図

的と思われる点は、全書中に「孫文」という文

字が一切登場していないことである。代わって

終始使われている名称は、「孫中山」なのであ

る。おそらく台湾を意識したのであろうか。
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そのために思いがけず、事実との喰い違いを

発生させる原因にもなってしまっている。「中

山」は、孫文が、二次革命失敗後の１９１３年８月、

日本に長期亡命したときに使った日本風の名前

なのである。そのため、１８９５年３月に初めて、

梅屋庄吉と出会ったときに、「中山」と名前を

使うことは有り得ないのである。呉訳では、「從

博士的介紹中得知，此人叫孫中山」（p４５）とあ

り、「博士の紹介からこの方は孫中山というこ

とを知った」の意味になるからである。

台湾の訳書の内容は、大方、日本語原文を忠

実に反映しようとしているけれど、上で触れた

ように、どうしても訳文の文章力に見劣りがあ

る。文法的な間違いが多い。上ですでに列記し

たように、誤訳のほかに、音訳と、日本語のま

まで使うことが、多数散見した。雑な訳方、と

一言で言い切れない良さを感じながらも、こう

した問題点や不足感は、訳書全体の質（quality）

に、大きく影響しがちである。

台湾訳書の出版時期が、２０１１年１０月となって

いる点も、この点で気になる。辛亥革命記念日

に間に合わせたい出版事情のために、訳者には

十分に満足できる推敲の時間的余裕がなかった

のかも知れない。惜しいことである。一般読者

の手の平に、自分の書物が、開かれている現実

場面を想像しながら、著者も訳者も編集者も、

安心できる優れた作品に仕上げてから、世に送

り出したいものである。

伝記の翻訳は、小説や詩と違い、意図的な加

筆、省略などは許さない。原文を尊重しなけれ

ばならない。原書で伝えられている事実は、執

筆者の探索・分析・判断の文学的結晶体である

のだから、訳者の感情的な観点や評論を加え

て、変更していけない。もし原文に相違する訳

文の加筆や省略をせざるとえないときには、訳

者注を入れて、断らないといけないと思う。翻

訳は国境を越えて行われるが、そこには国際法

が存在しないものの、文学の事業に関わるもの

の間に、眼にみえない不文律のモラルや文学者

魂があってもいいと思う。その意味からすれ

ば、中国大陸の訳書には、問題が有ると思う。

辛亥革命の発生、中華民国の樹立など中国近

代史上一連の大事件は、すべて大陸で起した。

原書者は梅屋庄吉と他の日本の「革命志士」を

辛亥革命の「黒幕」と「プロデューサー」にす

るため、自然に視線を大陸に向けた。

孫文は革命のために各国に駆けまわり、あち

こちに革命を宣伝したとき、台湾は、すでに日

本統治下に置かれていた２６）。台湾には彼の影響

が及ばなかった。それにまた、孫文は、何回も

台湾に立ち寄りながら、結局、日本や東南アジ

アに渡る際に利用した乗り続き地だけに終始し

たようである。台湾に知り合いもあまりいな

い。

梅屋庄吉と台湾の関係もそうであった。無理

に知り合いと言うなら、当時の台湾総督児玉源

太郎くらいしかない。そこで、台湾が辛亥革命

を記念するとなると、「中華民国」というカー

ドしか使えない。そのために台湾訳書には、肝

心の表紙に「革命」も「梅屋庄吉」も「孫文」

も入っていない事情を理解できる。このこと

は、台湾総統馬英九は記念式典で台湾意識（「中

華民国」は台湾にある）を強調したこととも通

じている。台湾の記念行事は、大陸と比べられ

ないほどに静かであった。なぜなら、中華民国

政府は、国民党の敗北によって１９４９年に台湾に

移されたから、やはり自信がないようである。

大陸の方は一生懸命に自分の正統性を強調し

て、中国共産党は、孫文の最も忠実な後継者と

自賛した。大陸のメディアは、「孫文」のこと

を革命の先行者と呼ぶのに躊躇しない。それ

で、中国大陸訳書の表紙タイトルに、「革命」

著者と訳者の立場に関する一考察
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や「孫中山」や「梅屋庄吉」が、登場しても一

向に構わない。それでも、原書のタイトルに出

てくる「革命をプロデュース…」云々だけは、

「革命を推進…」に変更した。

それに表紙のデザインには、写真を一切使っ

てない。おそらく原書の表紙に登場する日本

姿。着物を着ているだけでなく、林語堂の英文

小説に揶揄的に描かれているゴールデン・バッ

ト風の口ひげを生やしている梅屋庄吉の写真を

敬遠したのであろうか。あまりにも純日本風に

映ってしまうからである。なぜなら、現代中国

の映画やテレビの中に、こんな姿で登場する人

物は、たいてい悪役であるからだ。

１）小坂文乃『革命をプロデュースした日本人―――
評伝・梅屋庄吉』（東京：講談社、２００９年１０月発
行）。
２）呉艶『推 辛亥革命的日本人 中山与梅屋庄
吉』（北京：世界知識出版社、２０１１年何７月発行）。
３）謝育容『国父与他的日本友人―――一段被封印的
史実』（台北：商周出版社、２０１１年１０月発行）。

４）中国新聞社：首都各界盛大な辛亥革命１００周年記
念集会を開催、胡錦濤は重要談話を発表。（２０１１年
１０月１０日発表）
解放日報：上海各界盛大な辛亥革命１００周年記念

集会を開催、兪正声は重要談話を発表。（２０１１年１０
月１０日掲載）
武漢晩報：（湖北日報記者 黄俊華 長江日報記
者 楊文平 武漢 報記者 夏 ）昨日午前、湖北
省と武漢市記念辛亥革命・武昌首義１００周年大会は
武昌洪山礼堂で開催した。湖北省委書記、省人大常
委会主任李鴻忠は大会に出席、談話を発表した。
（２０１１年１０月９日掲載）
新華社：広州１０月８日（記者頼少芬）広東省各界
の辛亥革命１００周年記念大会は８日、広州市中山記
念堂で開催された。（２０１１年１０月８日発表）
中新社：香港９月２日（記者賈思玉）９月２日、
“香港各界記念辛亥革命１００周年大会”は香港会議
展覧センターで開催。全国政協副主席陳奎元、董建
華、香港特区政府署理行政長官唐英年、中央政府駐
港聯絡弁公室主任彭清華など大会に出席。（２０１１年
９月２日発表）
５）「人民日報」２０１１年１０月１０日：首都各界隆重紀念
辛亥革命１００周年。（２０１１年１０月１０日掲載）

６）「遼沈晩報」２０１１年１０月９日：中国郵政は１０月１０

日に「辛亥革命一百周年」記念切手を発行すること
になった、デザイン者は我が省の画家、魯迅美術学
院教授李晨である。（２０１１年１０月９日掲載）
７）マカオ文化局《文化雜誌》：辛亥革命百年紀念特
刊（２０１１年１１月７日発行）
北京：中国共産党の機関誌「求是」雑誌は中国僑
聯党組書記、主席林軍同志の辛亥革命１００周年記念
文章《辛亥革命精神を高揚、多くの華僑と連携、中
華民族の偉大復興に奮闘しよう》
８）広州日報：（記者 程雪超 撮影報道） 制作会
社先日、映画《国父孫中山》は《第一大統領》に改
名すると正式発表、更に宣伝ポスターと CMも発
表した。（２０１１年９月７日掲載）

９）「映画」２０１１年第１０期：《辛亥革命》は辛亥革命
百年記念の祝い映画である。長影集団、上影集団等
の数社連合制作、投資金額は１億円を超え、成龍、
李氷氷、趙文�、孫淳等７０名あまりの華人名優が出
演した。

１０）深�特区報北京９月２５日：（深�報業集団駐京記
者陸雲紅）大河史詩テレビドラマ《辛亥革命》は９
月２７日から CCTV－１（総合チャンネル）のゴール
デンタイムで放送する。（２０１１年９月２５日掲載）

１１）台湾“中華郵政公司”は民国一百年（２０１１）十月
十日（双十節）に《中華民国建国一百周年》（同辛
亥革命一百周年）記念切手ワンセット計４枚を発
行。

１２）神戸新聞：「辛亥革命１００年」 神戸で記念企画
続々 中国近代化の第一歩となった「辛亥（しんが
い）革命」から１０日、１００年を迎えた。「国父（国家
の父）」と呼ばれる指導者・孫文（１８６６～１９２５年）
は生前、多くの日本人から支援を受け、神戸ともゆ
かりが深い。神戸では年末にかけてさまざまな記念
企画を催す。講演会「日中友好秘話 孫文と梅屋庄
吉」（１１月２０日、孫文記念館）▽国際シンポジウム
神戸会議（１２月１０日、神戸大学百年記念館六甲ホー
ル）（２０１１年１０月１０日掲載）

１３）キンガ堂は劇作家、演出家品川能正の作品を上演
することを目的に９２年に活動を開始。「下丸子演劇
ふぇすた」、「フロム・エー・アクト・アライブ」、「パ
ルテノンフェス」など国内の数多くの演劇フェス
ティバルの招待公演と自主公演を行ってきた。
２００７年秋、日本中国１０都市を巡演し、大好評を得
た『孫文と梅屋庄吉』が音楽劇『百年の絆』となっ
て還ってくる。中国の国父、孫文と日本最初の映画
会社日活の創始者、梅屋庄吉の命を賭けた３０年の交
流を歌と踊りにのせて描く。愛と涙と笑いの音楽
劇。ギンガ堂 HPより
解放晨報、記者朱美虹：一方日本東京銀河堂劇団
の《孫中山と梅屋庄吉》、一方日本東演劇団の《臨
時病室》。昨 、二つ日本からの新劇は、同じ日に
上海に上演した。（２００７年１１月１３日掲載）

１４）中国共産党新聞網「胡錦濤松本楼を訪問したこと
は外部にどんなサインが発信したか。（２００８年５月
８日掲載）

注

長崎県立大学東アジア研究所『東アジア評論』第４号（２０１２．３）
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１６）長崎県庁の統計による。
１７）�楚網消息（記者黄沛）１０月１１日：“ 中山・梅
屋庄吉と長崎”の湖北武漢プロジェクト説明会及び
長崎展示コーナーの開幕式は、１０月８日湖北武漢市
の新しく開館した辛亥革命博物 で行った。（２０１１
年１０月１１日掲載）
中新網武漢１０月１１日（張芹 張雪�）１１日：武漢
市中山艦博物館の長崎展示コーナーで、“中山艦と
長崎の渊源”にテーマをとし、“中山艦”と長崎の
関連する歴史資料を展示ことになった。知るところ
では“中山艦”の元名は“永豊艦”で、１９１０年－１９１２
年長崎市三菱造船所が制造され、孫中山先生死後、
“中山艦”に改名した。（２０１１年１０月１１日掲載）

１８）『西日本新聞』「梅屋庄吉像を上海に長崎県友好の
象徴」県は２６日、孫文を物心両面で支えた長崎出身
の事業家、梅屋庄吉の銅像を中国・上海市に寄贈す
ることを明らかにした。今年が辛亥革命から１００年、
同市と「友好関係」を結んで１５年となるのを記念し
た事業。１０年前には同市から「友好関係」５周年を
記念して孫文像を贈られ、長崎市の福建会館前に設
置された。梅屋像の寄贈は返礼の意味も込められて
いるという。像は座像で台座を含めて高さ２メート
ル。上海市中心部の紹興公園に設置される。粘土原
型が完成しており、１１月上旬に現地で除幕式をする
予定。（２０１１年７月２７日掲載）

１９）講談社２００９年１０月発行した原著の表紙は『革命を
プロデュースした日本人―――評伝・梅屋庄吉』と
『革命をプロデュースした日本人』二種類がある。

２０）書評ニュース：毎日新聞、２０１０年５月３０日掲載、
読売新聞、２０１０年１月７日掲載。

２１）魯迅著・竹内好訳「阿 Q正伝」『世界文学全集４７
巻』、pp。３３－７０ページ。「孔子は、『名正しからざ
れば言順わず』、と言っている。これはむろん、き
わめて注意をようする点だ。伝の名目は多い。列伝、
自伝、内伝、外伝、別伝、家伝，小伝・・・だが惜
しいかな、どれもピッタリしない。」（竹内好訳、３４
ページ上段）。

２２）参照。李 著『我的母 廖梦醒』中国工人出版社、
２００６年。
２３）参照。Dick Wilson箸・封長虹訳『周恩来伝』、国
際文化出版公司出版２０１１年７月１日出版

２４）中国黄浦 校网．www.hoplite.cn
２５）kasuriは、日本語で「絣」という漢字を当てるか、
単にカタカナで「カスリ」と書くときもある白地の
木綿、もしくはそれで作った和服を意味している。

２６）参照。Lyon Sharman: Sun Yat-sen, His Life and Its
Meaning, A Critical Biography (Stanford: Stanford Uni-
versity Press, 1934)。
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